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はじめに
　2006年から年 1回、インドネシアの西ニューギ
ニアにある神経難病多発地域の調査に訪れてきた

（図 1）。これまでの経過と、調査で考えたことの
いくつかは既に本誌で述べて来た 1,2）。有病率が極
めて高く、発症が低年齢であることを除けば神経
難病である筋萎縮性側索硬化症、パーキンソン病
の症状は世界の他の地域と異なる訳ではない。し
かし西ニューギニアには熱帯雨林あるいは熱帯サ
バンナ気候とそこに古くから住む人々の独自の文
化がある。その文化と医療とのかかわりをフィー
ルドノートからいくつか読み解いてみた。

ニューギニアの医療と文化1：サゴヤシ文化
圏とサゴワーム
　西ニューギニアの神経難病多発地帯からさらに
数百キロ西、アスマット Asmat族の住むアガッツ
Agatsを訪れた時である。地域の唯一の病院、
Agats病院をまだ涼しい朝の 8時半に訪問したが、
病院長代理格のドクター August（仮名）は不在だっ
た。水上に板を渡した道を 2000歩ほど歩いて、
いるかも知れないという保険局を訪れたが、やは

り不在。Agats病院は現在、医師 3名で頑張って
いるがドクター Augustは事務的役割が多く、実
際には 30歳台と思われるドクター Sebrum（仮名）
と、卒業間もない若い女医 Emeryana（仮名）が
支えている。病院の救急診療室を覗いてみると
Dr. Sebrumが忙しく働いていた。患者を見せても
らう。重症例の生後 8ヶ月の乳児はマラリアと肺
炎で今朝から呼吸困難に陥っている（その後、昼
過ぎに亡くなった）。4歳の男児は高い木から転落
し後頸部を打って口を動かせないでいる。顎が外
れているのである（用手的に整復した）。6歳の男
児は 5ヶ月前から痙攣がはじまり 3ヶ月前にここ
よりずっと大きい Timikaの病院で結核腫と診断
されているが手術はしていない。眼球は右か左か
の共同偏視になりやすいが、水平にゆっくり動く
roving eye movementの時もある。左口角の痙攣が
持続しており少なくとも部分発作の重積と思われ
た。病院の抗てんかん薬はフェノバルビタールし
かなく効果はまだ分からない。8歳の男児は
Maruku族で生後 4ヶ月から話さないとのこと。
症状は不随意運動が目立ち脳性麻痺と考えた。症
例はこのように小児例が多いが、病室のベッド脇



西ニューギニアの神経難病多発地域を歩く―第 3報（平田　温ほか）

― 176 ―

には親が付き添い、診察を心配そうに見つめてい
る。30年前の秋田の県立病院と同じ光景である。
Dr. Sebrumとともに症状を一人一人に説明した。
病院を出ると昼、例のように猛烈なスコールがあ
り、小一時間で上がると熱気が和らいだ。
　その夜、若い女医 Emeryanaとその友人女性を
夕食に招待した。鹿肉と焼き魚、カンクン菜など
のあと奇妙なものが供された（図 2）。一見、鰻
の蒲焼き風を巻いたものだが中に白いものがチラ
ホラ。ガイドが片目をつぶって「私たちの心から
のおもてなし」という。蒲焼きは魚だが、この白
いものは何だか分からない。よくよく見るとイモ
ムシに似た形をしている。サゴワーム Sago 
worm、サゴ虫だという。正しくはヤシオサゾウ
ムシの幼虫でサゴヤシの幹に棲息し 5％の蛋白、
20％の脂肪を含む、この地の Asmat族の貴重な蛋
白源になっている。サゴヤシは 10-15年に一回、
花を開くとでんぷん質を消費してしまうのでサゴ
デンプンは開化の前に取らなければならない。し
かし開化してもそのまま放置したサゴヤシもまれ
に見かける。サゴ虫採取用に取っておいたものだ
という。貴重な蛋白源の所以である。Asmat語で
サゴは Amosh、サゴ虫は Tohという。さてサゴ虫
の蒲焼き風料理。私たちは折角のおもてなしとい
うので必死の思いで食べた。サゴ虫に到達すると
これがぶよぶよして生湯葉の感触。口の中でプ
シュッと潰れ、なにやら無味の液体が出てくるが

これに構わず噛み続けると固いものに当たる。こ
れはサゴ虫の口の部分で、やはり固い幹を噛み進
んで行くので当然固い訳だ。見ると真っ黒な、ま
るで鳥のクチバシだ。やっとの思いで一匹食べ終
えると、もう一匹ご遠慮なく、とくる。もう一匹
平らげた。ふと女医さんをみると神妙な顔をして
手を出していない。食べないのですか、ときくと、
とんでもないと返事が来た。意外な返答である。

「インドネシアでは食べないのですか？」
「食べるのは現地の人だけです」
「あなたは？」
「私の出身は Merauke（パプア州の大都市）で、
大学はスマトラのメダン大学医学部、ここは初期
研修で来ているだけ」

「それでは、サゴ虫は食べない？」
「もとろんです。食べたことはありません！」
　彼女の父親はジャヤプラ Jayapura総合病院の医
師で、いわば上ないし中流階級に属する。普段の
食事でこのような現地住民が普通に食べるものは
口にしないのだ。ニューギニアはサゴ文化圏とも
言われる特有の文化 3）があり、今も住民にはサゴ
主体の食事も残っている（図 3）が、徐々に米や
麺類が流通して来た、食文化の変わり目にある。
インドネシア人だからサゴ虫は平気だろうという
のは、日本人だからイナゴも食べるだろうという
のと似ているのかもしれない。

西ニューギニア調査地域 

図 1　西ニューギニア調査地域
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ニューギニアの医療と文化2：資本主義の
侵入とアルコ
　真夜中の 1時だろうか、調査基地の Badeで宿
のトタン屋根が大きな音を立て始め、豪雨が襲来
した。明け方、モスクの祈りの声も聞こえない程
だ。午前 5時に Edera川流域の診療に出発予定で
あったが、この雨で様子を見ることにした。一度
は翌日に延期と決まったが、午前 5時 50分夜が
白く明け初めるとともに空が明るくなり雨は止ん
だ。午前 6時 50分、出発することに再決定。3
日分の水と米などの食料を積み込み診察道具や医
薬品、蚊帳やエアマット、シュラフカバー、それ
に救命具をボートに積み込む。私たち医師 2名、
通訳兼ガイド 1名、それにスピードボートのドラ
イバー 1名が 1台のモーターボートに乗り込んで
出発したのは、既に朝の 7時 43分を過ぎていた。
2時間は豪雨の襲来もなく順調に進んだ。しかし
Digul川から支流の Edera川に入り Benggoの集落
を通過直後に突然ボートのエンジンが停止した。
ドライバーは必死に修復を試みるが全く動かな
い。この辺りで Ederaの川幅は 50 mほどであろ
うか。黒褐色の水で底は深く見えない。意外に強
い力でボートは流される。座席を外してこれを櫂
がわりに漕いで見るがうまくいかない。10分も
すると 1台のロングボート（エンジン付きの丸木
舟）が寄って来た。事情を話すと森にエンジニア？
がいるとのこと。探してやると言ってロングボー
トは消えていった。流されて待つこと 20分、エ
ンジニアが現れた。修理を試みるがエンジンは音
一つたてない。もう一台ロングボートがやって来
てこちらはいろいろ工具を揃えているが歯が立た
ない（図 4）。結局ロングボートに引かれて
Benggoの舟着き場に到着した。いろいろ試した
末にスクリューを回転させるシャフトがイカレた
との結論になった。午後 1時、ドライバーは私た
ち調査隊を残して Badeまでシャフトを取りに別
のロングボートで出て行った（彼が戻ったのは夜
中の 10時を過ぎていた）。私たちは舟着き場の真
近に新しく建てられた倉庫のような小屋に移るこ
とにした。周囲からベニヤ板を拾って来て下に敷
くと立派な床になる。しかし暗さに目が慣れてく
ると床は隙間だらけで、下の地面には草が生い
茂っている。これではマラリアを運ぶハマダラカ
の侵入は防げない。これまでの騒動で心身ともに

疲れていたので早速持参した蚊帳を吊って仮眠。
午後 5時半、汗もかいたし水浴 mandiすることに
した。といっても風呂などは勿論ない。しかし目
の前には真っ黒ながら豊富な水量の川がある。夕
暮の Edera川は朝よりも 1 mほど水が引いていた。
河口から 100 Km以上も上流だが潮の満ち干があ
るのだ。swampと言われる所以である。周囲はマ
ングローブが群生し、時に木の枝や草が流れ、魚
が跳ねる。川に踏み込むと底は泥で足が取られそ
うになる。水は冷たくなく熱くもなく快適。真っ
黒な水で髪をシャンプーした時の快感たるや、何
ものにも代えられない心地よさで思わずインドネ
シア語で bagus（最高！）と叫んでしまった。こ
の川にはワニがいると知っているが mandiの快楽
にはかなわない。こうして水から上がると空腹を
覚えた。そこはガイドがよくしたもので連絡をし
てくれて、近くの診療所からジャワ人のナースが
2人、持参した食料を調理して運んでくれた。す
なわちインスタントラーメン、缶詰の肉、それに
nasi（ご飯）、ご馳走である。電気もないので 6時
過ぎの日没とともに真っ暗になり就寝。と思った
が、ここで村の人たちが 10人程現れてしばしの
交歓。かれらの今日の夕食もサゴヤシのデンプン

（Auyu語で Duと呼ぶ、サゴには 2種類あるとか）
と川魚を焼いたもの、そして狩で得られた鹿肉な
どであった。Edera川は Auyu語では Venaha。そ
こでこの地域は Venaha district という。この
Benggoの集落が開発されるきっかけを問うたと
ころ、カトリックの人たちが入って来てからだと
いう。そういえば河岸段丘を登ったところにカト
リックの教会があるのを思い出した。第二次大戦
で日本が降伏したあと、オランダの再統治とイン
ドネシアの独立運動、パプアの自治、などが交錯
する中でオランダが主体となって移動の民、アウ
ユ族の定住化政策が行われ集落を建設した。しか
し実際に村を開発した主体はオランダというより
もカトリックミッションであったのだろうか。も
う一つ、彼らが太鼓（slit-drum）による連絡手段
を使っているのか，聞いてみた。すると、新築し
た家の完成を周囲に知らせるため、そして人々を
家に集めるために slit-drum を使う、今でもやって
いると答えがあった。こうして夜が更けて彼らは
近くの小屋に帰って行った。その夜遅くまで、村
人たちが大声で笑う声が聞こえた。寝静まると虫
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ニューギニア・アガッツのホテルで夕食に供されたサゴワーム 
 

 

ナシ 

？ 
Sagoを食べる 

エンジンが故障しEdera川を漂流 

『シベールの日曜日』 

 フランス映画『シベール
の日曜日』 

アンカラ博物館のキュベレー像 

 アナトリアのチャタル・ヒ
ュユクで発見された土偶女
神像、7000年前のものと
推定 

図 2　ニューギニア・アガッツのホテルで夕食に供され
たサゴワーム

図 3　Sago を食べる

図 4　エンジンが故障し Edera 川を漂流 図 5　フランス映画『シベールの日曜日』

図 6　アンカラ博物館のキュベレー像
アナトリアのチャタル・ヒュユクで発見された土偶女神像、7000 年
前のものと推定
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の声が大きい。蚊帳のおかげで蚊に悩まされるこ
となく熟睡した。翌朝は快晴、昨日の豪雨がうそ
のようだ。段丘の上の診療所へ顔を出すと沸かし
た湯を渡してくれた。インスタントコーヒーを入
れる。調理場は他の人たちが使っており火が使え
ないので結局朝食は作れず、午前 7時、Benggo
を出発した。
　Edera川を上流まで遡上し、最も上流のMemes
到着目前にして再びエンジンが停止した。これで
Edera川流域に入って連続 3日、エンジン停止を
経験したことになる。ボートは流れに乗って下流
に向かって漂流し始めた。数分後、わずかにエン
ジンが回転し始めたが、流れに逆らう力はない。
一つ下流の Pies集落に向かい褐色に濁った川とマ
ングローブの岸、その奥に続く高さ十数メートル
はある緑のジャングルの間をゆっくりと押し流さ
れ下って行く。時々、大きな白い鳥が緑で切り取
られた空を音もなく飛んで行く。Piesにどうにか
到着し、エンジンの修復の間、われわれは村に向
かって河岸段丘を登って行く。10分程で集落に
到着。木陰で早速診察開始。筋萎縮性側索硬化症
ALSやパーキンソン病、認知症状のあるものを診
察するのが目的なので、「歩けない、痩せた、震
える、もの忘れ」症状のある人は集まるように話
してある。しかし、1例目は鼠径ヘルニアで歩き
にくい 60歳台の男、2例目は腰痛・膝痛で歩け
ない年齢不詳の老人、3例目は腹水、起座呼吸、
呼吸困難で動けない 57歳の女、4例目は 32歳の
女で右頸部と腋窩リンパ節腫脹および右上肢全体
の浮腫があった。腹部悪性腫瘍、リンパ性疾患や
結核などの感染症を疑って、この二人は診療所宛
の紹介状を書いて渡した。そして 5例目でやっと
神経症状のある症例。38歳の男で 1年 4ヶ月前
から失明、両眼とも完全に散瞳し対光反射は消失
しており、眼痛もあったという。Digul川北部の
タナメラ Tanameraの診療所でも網膜病変ではな
くそれより奥の病気と言われたらしい。病状から

「球後視神経炎」と診断したが詳しい病歴を聞き
直してもらった。するととんでもないことが判明
した。彼は Digul川上流の韓国企業が工場を構え
る Asikiまで、現金収入をあてにしていわば出稼
ぎに行ったという。そこで酒に溺れ、安物の「ア
ルコ」と呼ばれる違法飲料に手を出した。これは
工業用アルコールを混入した混ぜ物で、メチルア

ルコールが入っているという。つまり彼はメチル
アルコール中毒となって失明したのであった。
Edera川流域の村々は熱帯雨林あるいは熱帯サバ
ンナにあり、元来はサゴヤシデンプンやタロイモ、
キャッサバなどの根菜、狩猟で捕れるシカ肉やワ
ラビー、またカソワリなどの飛べない鳥、ブタ、
川魚あるいはサゴムシ、を食料として自給自足の
生活を送っていた。ブギス人などスラウェシ商人
が運ぶ日用品などわずかな商品経済はあったがそ
れが大規模化したのはここ最近十数年である。西
洋の資本主義はこのニューギニアの奥地にも確実
に浸透し、ある意味で人々の暮らしを否応無しに
商品経済の貫徹する世界へと変えていった。貨幣
経済が当然にも主流となり、人々は貨幣を得るた
めになんらかの商品価値のある生産物を必要とし
た。それは村への途中に見られるゴム林となった
り、もっと大規模には Asiki周辺の油ヤシのプラ
ンテーションとなった。そして貨幣を得るための
出稼ぎが始まり、この青年のようにその生活に適
応出来ず、酒に溺れ、「アルコ」に手を出して失
明するにいたったケースが出て来たという訳であ
る。これはかつて戦後の日本の一時期にも見られ
たメチルアルコール中毒の光景であり、出稼ぎと
いう点では東北の農村で今なお見られる光景でも
あった。ニューギニアも資本主義あるいは貨幣経
済、市場主義の嵐に飲み込まれつつあるのだ。

ニューギニアの医療と文化3：ノマドとし
てのアウユ族と移動の理由
　数多くの旅行記をものしたブルース・チャト
ウィン Bruce Chatwinの遺書ともいうべき”What 
am I doing here?”4）を読むとノマドとしての移動
の理由ではなく、題名の通り『僕はここでいった
い何をしているのか』という「現在の行動への執
着によってつねに駆動力を与えられていた（今福
龍太）」旅する者の心性が伝わってくるようだ。
　私たちの縦断的研究は個々の症例を継時的に追
跡する方法であるが、何年かのうちに居住地を変
える症例が出てくる。かつてノマドとしてのアウ
ユ族は定住せず、熱帯雨林やサバンナを移動しな
がら食料を採集する生活があった。現在の村に定
住してからはその数は減少したと思われるが、そ
れでも移動する人たちに遭遇する。そのうちには
血縁者のいる村へ移った例もあるし、都会に働き
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に出た若者もいるが移動の理由がよく分からない
症例も少なくない。彼らは一体いかなる理由で住
み慣れた（と思われる）村を離れて移り住むのか。
一例だけ、理由を推測出来た症例があるので紹介
しよう。

Yakobus（仮名）60 歳台、男
　Edera川沿いの Yibin村に住む。1970年代から
右手足の脱力があり徐々に進行。2004年頃、誰
かに背中を打たれてから脱力が悪化し、右手の振
戦も出現して来た。2010年 2月に診察した時は
寡動、右手の振戦、右手足の筋強剛と痙性を認め、
腱反射も右で亢進。パーキンソン病プラス錐体路
徴候と診断した。翌年は腱反射亢進に病的反射が
出現し possible ALSとパーキンソニズム合併例と
考えて追跡していた。抗パーキンソン薬の
L-DOPAを診療所を通して送り続け、症状は多少
改善していた。2013年 3月に Yibinを訪ねると、
彼は昨年の 12月に Sahapikiaへ移住したという。
翌日の朝、Sahapikiaの舟着き場のすぐ横のジメジ
メした湿地に掘っ立て小屋を建てて住んでいる
Yakobusとその妻を見つけ訪問した。ニッパ椰子
の葉で屋根を敷き、かろうじて家だと分かる粗末
な小屋である。家財道具はわずかな調理器具程度。
パーキンソン症状は悪化し寡動が強く立ち上がり
も小刻み歩行で痙性歩行も伴う。すくみ足も認め
られる。話しを聞くと、元通りに治らないので昨
年手渡した抗パーキンソン薬の L-DOPAを途中で
飲むのをやめてしまったという。診察後、どうし
てここに移住したのかを訊いてみた。ここには診
療所があるので薬を貰いやすいからだと答えた。
そうは言うけれど薬を中断し飲んでいないではな
いかと尋ねると、少し黙り込んだ後に、実は「精
霊 spirit（Auyu語で Dukunと呼ぶ）の援助が得ら
れると聞いてやってきたのだ」という。呪術師が
この村にいるのであった。今でも Auyuの人たち
は病気をすると最初に呪術師の占いを受ける。そ
のお告げや治療でも良くならないと、西洋医学の
治療を受ける時もあるが、それで良くならない時
は、再び呪術師の元へ帰って行く。Yakobusの場
合も全く同じようだ。しかも、ここへ移住してか
ら 4ヶ月経過しているのにまだ、呪術師に会って
いないというのである。何故か。原因は謝礼にあ
る。呪術師の治療を受けるにはインドネシアの額

で 100万ルピア（日本円だとほぼ 1万円）必要な
のだと言う。これは大変な高額で例えば Badeの
食堂なら昼食は 5千ルピアですむ。まして Yibin
や Sahapikiaには貨幣を稼ぐ方法が彼にはほとん
どないだろう。親戚や知り合いから借りるとして
も大変なのは想像出来る。前に述べた秋田や宮崎
の「神様」や「おがみやさん」の場合は謝礼が現
金のこともあるが、魚や野菜のようなもの、いわ
ば物々交換であることもあった 1）。しかし、この
ジャングルでは貨幣経済が浸透し、土地の呪術師
は貨幣を要求する。このように彼が村を去って違
う村に移動する理由は病気を良くしたいという願
いからであろうと想像出来る。西洋風の治療を受
けることを断念し、呪術師の「治療を受ける」た
めに困難は承知で移動して来た。しかし高額の謝
礼金の支払いと言うそれ以上の困難が彼を待ち受
けていたのである。

始原の神の名、あるいは『シベールの日曜
日』”Cybèle ou les Dimanches de Ville 
d’Avray”
　『シベールの日曜日”Cybèle ou les Dimanches de 
Ville d’Avray”』というフランス映画がある（図 5）。
監督はヌーベルバーグ世代のセルジュ・ブールギ
ニョン、1962年ヴェネチア映画祭特別表彰、1962
年アメリカ・アカデミー賞外国語映画賞に輝いた。
1963年に日本で公開され、キネマ旬報ベストテ
ンで 3位になっている。そう言っても観た人は少
ないかもしれない。。私がこの映画を観たのは 63
年ではなく、多分 66年頃、大学に入った年で、
学生の自主管理する京大西部講堂だったような気
がする。映画はヴェトナム戦争（もちろん 1950
年代のフランスとの戦争）で撃墜され記憶を失っ
た元空軍飛行士ピエールと、父親から見捨てられ
修道院の寄宿学校に入れられた 12歳の少女フラ
ンソワーズの、淡い恋にも似た交流を描いている。
日曜日だけパリ西郊外の町ヴィル・ダヴレイの美
しい森で会う二人、そこを目撃され不審者として
疑われたピエールは、クリスマスの晩、フランソ
ワーズの眼前で警官に銃で撃たれ死亡するという
悲劇で終わる。
　なぜか私が鮮明に記憶しているのはこの直前、
フランソワーズがピエールに自分の本当の名前を
教える場面である：「私の本当の名前はずっと古
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遺跡を訪れ、獅子の門の彼方に広がる、アンズの
白い花咲く早春のアナトリア高原を眺めながら、
最も古いインド＝ヨーロッパ語族であるヒッタイ
ト語を話した種族の文化に思いを馳せた。アンカ
ラのアナトリア文明博物館に寄り、そこに陳列さ
れていると聞く 8000年前の地層から出土した「地
母神」の像を探した。やっと見つけた像（図 6）は、
あのお守り人形に似て巨大な乳房と大きく膨れた
お腹をしているが、しかしもう少しおおらかで、
両脇にライオンを従えた形の土偶であった。しか
しこれを見た瞬間、また別の像が目に浮かんだ。
旧石器時代のヴィレンドルフのヴィーナスと呼ば
れる豊満な女性石像、さらには日本列島の縄文遺
跡からのやはり豊満な女性土偶。これらは名前こ
そ分からないものの、同様の形態から『豊穣の女
神、あるいは地母神』と呼ばれていたと考えても
それほど間違いではないであろう。あるいはもし
名前が残っていたとすれば「キュベレ」と呼ばれ
ていたかもしれない。「 シベール Cybèle」の名前
はそれくらい古いものかもしれない。とすると「私
の本当の名前はずっと古い、大昔からある名前な
の」は、フランスからギリシアを遥かに越えてヒッ
タイトまで、さらにはホモ・サピエンスの揺籃期
まで時間を遡るのかもしれない。そして空間を隔
てた私たちのニューギニア・アスマットの木彫の
女性たちも、あるいは同じ名前を持っているので
はないか。
　この映画での「シベール Cybèle」という名前の
意味は「古い記憶、あるいは永遠に母なるもの（の
愛）」の象徴かもしれない。親に棄てられたシベー
ルにとっては、親の記憶を遥かに遡る「永遠に母
なるもの」につながる記憶。戦争とそれ以前の恋
人の記憶さえ失ったピエールにとっては「古い記
憶および永遠に母なるもの（の愛）」につながる
象徴。死んだピエールを前に、泣きながらフラン
ソワーズ＝シベールはこう叫ぶ、『私には名前な
んて、もうない！』
　ひるがえってトルコ人にとって「シベール＝
キュベレ」はどう言う意味合いがあるのだろうか。
トルコの大部分を占めるアナトリア半島には過
去、いろんな民族が現れては消えて行く、そんな
興亡を繰り返して来た歴史がある 7）。古くは新石
器時代を経て紀元前 3,000年頃アッシリアの商人
が交易に訪れ、紀元前 2,000年頃に鉄器時代をも

い、大昔からある名前なの」。「シベール Cybèle」
という名がそれであるが、実際どれだけ古いのか、
映画では説明されていなかったように思う。この

「大昔からある古い」という言葉が不思議に気に
なった。「古い」というのは多分、キリスト教が
到来するより古いという意味だろうから、最初は
ガリア（ゴール）すなわちケルトの名前かもしれ
ないと思った。一方、この文字の中に「y=イグ
レク =ギリシア語のイ」があることから、語源は
あるいはギリシア語かもしれないとも考えた。実
際、ある（フランス映画の）解説本 5）にも「ギリ
シアの女神の名であった」とある。呉茂一の『ギ
リシア神話』6）を読んでみると「（シベールある
いは）キュベレは、元はフリギア（アナトリア＝
今のトルコ）の女神で地母神的性格を持つ、後に
は西アナトリアのアルテミス神と同一視された」
と書いてある。ギリシアの神々はギリシア的世界
の拡大とともに、世界各地の神話を取り込んで複
雑化していった経緯があり、ギリシアの女神と
いっても異民族の神であった例は少なくない。調
べるとキュベレはフリギア以外にも多くの起源が
あると言われており、フリギアより更に古い時代
の神だったという記載もある。
　もう一つすっきりしないまま、私のシベール探
索はストップしていた。転機が訪れたのは先年、
トルコはイスタンブールで開かれた国際会議で
あった。インターネットで宿を探していたところ、
格安で（朝食付きで、しかも旧市街の真ん中で
50ドルは高くない）、オーナーが日本語を話し評
判も悪くない「Kybele」というホテルを見つけた。
この名前は Cybèleと何か関係がありそうな予感
がして、予約をした。イスタンブールに着くとト
ルコ語でやはり「キュベレ」と呼ぶそのホテルは、
小さいながら朝食が最高に美味いなかなかのホテ
ルであった。トルココーヒーを飲みながらオー
ナーに「キュベレ」の名前の由来を訊くと「トル
コの古い女神」というではないか。それも豊穣と
大地の女神ということから、現在では「お金が貯
まり金持ちになる」シンボルとして「お守り」に
もなっているとのこと。彼のお守りを見せてもら
うと、小さな人形ながら巨大な乳房と大きく膨れ
たお腹をしており、多産＝豊穣の象徴であろうと
見える。翌日、トルコの首都アンカラの近くにあ
る 4,000年前のヒッタイトの都、ハットゥッシャ



西ニューギニアの神経難病多発地域を歩く―第 3報（平田　温ほか）

― 182 ―

私たちの神経難病に悩む人たちは。
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たらしたヒッタイト帝国が登場する。紀元前 1,000
年頃はフリギア王国が、紀元前 6世紀頃はペルシ
ア帝国、紀元前 4世紀はアレキサンダーのギリシ
ア（マケドニア）がアナトリアを支配した。例え
ば有名な観光地であるカッパドキアはその名がペ
ルシア語に由来するとされ、一方ここの地下都市
に住んでいた住民の多くはギリシア人であった。
中央アジア高原にいたトルコ民族の一団がアナト
リアに侵入するのは、最初はセルジュクトルコで
11世紀のこと。後にオスマントルコが 1299年に
建国し、15世紀には大帝国を作り上げることに
なる。イスタンブールのホテルのトルコ人である
オーナーが「キュベレはトルコの古い女神」と答
えた背景には、したがって数千年のアナトリア（や
ヨーロッパ）の歴史が積み重なっている。「トル
コの古い女神」のトルコとは、『19世紀以降、特
に 20世紀にやっと成立した狭い意味でのネー
ション＝ステート（国民・国家）・トルコ』から
は決して出てこない言葉と言えよう。

おわりに
　アナトリアでは原始共同体は終わりを告げ、国
家を成立させていったが、私たちのニューギニア
は共同体部族社会のままついに国家を作らなかっ
た。交換様式を互酬制（贈与と返礼）の原理とす
る共同体内部からは国家を作ることは出来ず、交
換様式を再分配（略取と再分配）に置く国家＝帝
国はいわば共同体と共同体の間から生まれたとさ
れる 8）。それが商品交換（貨幣と商品）の貫徹す
る資本制経済に取り込まれ、ニューギニアは変わ
ろうとしている。もちろん、この 3つの交換様式
はどれかが主流となってもそれぞれ部分的には
残っており、日本もニューギニアも互酬制の共同
体（部族）社会、再分配（インドネシアという国
家の税と福祉政策）、商品交換（貨幣と商品）の
貫徹する資本制経済のいずれもが混在するのが現
在の姿であろう。第 4の交換様式とされるアソシ
エーショニズムは歴史的には世界宗教として姿を
現すが（原始仏教や原始キリスト教など）、実際
には未だ実現されない幻の交換様式である。かす
かな幻は一部、祈りの中からシベールや地母神を
創り出し、さらには呪術師の祈りの一部に希望を
見出すこともあったであろう。私たちのニューギ
ニアはこれからどこへ行くのであろうか。そして
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　 This is the third report of of a longitudinal survey of neuro-degenerative diseases, walking in swampy jungle of 
West New Guinea. When we visited small city of Agats, where about five thousand people of the  Asmat tribe lived, 
we found very few patients with neuro-degenerative diseases like amyotrophic lateral sclerosis, or Parkinson 
disease. City of Agats lies a few hundred kilometers northwest  to the main district of Mappi, where many patients 
with  neuro-degenerative diseases have been found by our survey. When we had dinner in a hotel in Agats, we 
barely managed to eat the Sago worm which lived in a Sago palm tree. A female doctor from a big city of Indonesia 
said that she had never eaten those ugly worms and that it is another culture in her country.
　 In the old days of coastal swampy jungle of West New Guinea, Sago was once the staple food among many 
tribes of Papua. But monetary economy has changed their self-sufficient living of life, and people now need money 
to get rice from outlander merchants. A young man has been suffering from retrobulbar optic neuritis, and became 
blind. He worked in a palm oil factory to get money only to take to drinking methyl-alcohol.
　 A French film named “Cybèle ou les Dimanches de Ville d’Avray” was awarded the American Academy Award 
for Best Foreign Language Film in 1962. The heroine of the film confided that her true name is Cybèle, very old 
name in ancient times. In the cinema, I wondered how old it could be. Thirty years later when I visited Turkey, I 
found that Cybèle was a Greek goddess of the earth, a Gaea or Gaia. But I found also that the big plaster figure in 
the Museum of Anatolian Civilizations in Ankara was named as the Goddess of the Earth. This figure was thought 
to be built 8,000 years ago. Nowadays modern Turkish people regard Cybèle as the same goddess of the earth. So 
the name of Cybèle might be traced as old as in the New Stone Age.
　 Papuan people lived the Stone Age living until quite recently. And Asmat people make wood carvings 
resembling the Anatolian figure, and I wonder if they once called them Cybèle before the era of monetary economy.


